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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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業界からの報告業界からの報告
▶データから見た

●DI値 ▲12（前年同月比＋4）
●業種別DI値
　製造業 ▲35（前年同月比▲15）
　非製造業 ＋3（前年同月比＋16）
●前月比DI値
　製造業 20ポイント悪化
　非製造業 13ポイント改善

●DI値 ▲12（前年同月比＋2）
●業種別DI値
　製造業 ▲45（前年同月比▲40）
　非製造業 ＋10（前年同月比＋30）
●前月比DI値
　製造業 25ポイント悪化
　非製造業 7ポイント改善

●DI値 ▲22（前年同月比＋2）
●業種別DI値
　製造業 ▲40（前年同月比▲25）
　非製造業 ▲10（前年同月比＋20）
●前月比DI値
　製造業 15ポイント悪化
　非製造業 不変

減少
34%

不変
48%

増加
18% 減少

36%

不変
40%

増加
24%

減少
26%

不変
62%

増加
12%

減少
26%

不変
60%

増加
14%

減少
32%

不変
60%

増加
8%

減少
30%

不変
62%

増加
8%

　市川三郷町は、1000年以上の歴史を持つ障子紙などに使われる「市
川和紙」の産地です。当社は、1868年（明治元年）に手すき和紙の生産
を始め、手すきから機械化に踏み切った1964年（昭和39年）には、業界
初の色つき障子紙を販売しました。その年の秋には東京オリンピックも
あり、カラーテレビ放送が開始された年で、色付きの障子紙が新しい文
化を感じさせたのか予想以上の売れ行きでした。他にも、ペットがいる
家庭向けに破れにくい障子紙や、たこ揚げ用の紙を作るなど、和紙の可
能性を追い求めてきました。
　私が、5代目の代表取締役に就任した1986年（昭和61年）頃には、障
子のない新築住宅が増え、売り上げは年々減少、このままでは伝統ある
市川の和紙が衰退してしまうと思い、和紙を活用した新商品を模索し
始めました。和紙の柔らかな質感をテーブルクロスに生かせないかと

先代社長が力を注いできた開発を引き継ぎ、和紙に特殊なはっ水加工
を施し醤油などをこぼしても汚れをすぐに拭き取れるテーブルクロス
を開発しました。紙なので用途に合わせて切断したり使い捨てもでき、
さらに、クリーニング代がかかる布製のテーブルクロスに比べて経済
性にも優れています。販売は、花模様、無地、桜、雲竜の4つの柄で、高級
レストランなどから注文が相次ぎ「高級感もあって華やかになる」との
声も寄せられています。
　当社の「市川和紙を使った新たなテーブルクロス等の開発・販売」事
業は、今年2月に経済産業省から地域産業資源活用事業計画に認定さ
れました。今回の認定を機に、はっ水技術の向上と商品力の強化に取り
組み、海外への売り込みも図っていきたいと思います。
　私は、週末になると見本商品を車に積み、ユーザーから生の声を聞く
ために全国を渡り歩いています。情報は足で稼がないと!!。
　モノづくりは、本当に面白い。
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　平成28年3月における山梨県内の全業種のDI値（前年同月）は、売上高4
ポイント、収益状況2ポイント、景況感2ポイント共に増加。全体的に改善傾
向にあるように見える一方、前月比で比較すると売上高は不変だが、収益
状況、景況感ともに6ポイント悪化している。特に、製造業では前月比の売
上高20ポイント、収益状況25ポイント、景況感15ポイントとマイナス幅が
大きく2ヶ月ぶりに急激に悪化した。
　例年、年度末のこの時期は親会社や大手メーカー等から生産調整による
受注が多くあるが、長期化する中国経済の減速や原油価格の下落による原
産国の経済低迷等の影響により、受注減が昨年秋頃から続いている。国内
需要の縮小や公共工事の減少も山梨県の地域経済を一層悪化させる要因
となった。
　しかし、日本銀行によるマイナス金利政策の導入により宅地購入希望者
の増加や懸念されていた中国人旅行客も順調に推移している報告も寄せ
られた。
　今後、価格競争や技能者の人手不足、物価上昇に伴う消費者マインドの
低下等、景況感の悪化要因や経営課題に加え、平成29年4月に予定されて
いる消費税率10%への引き上げへの不安感から企業や家計の支出抑制も
懸念される。
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平成28年

　一瀬 清治 氏

　和紙の伝統を新たな形で広める。　和紙の伝統を新たな形で広める。

■製造業
●食料品（水産物加工）／ホテル・レストラン等
向けの生食材は不調だが、ギフト商品（葬儀
用）が伸長し、全体の売上は前年同月比
99.8%。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品は、専門店
向けは好調だが、量販店向けが不調。台湾向
けの輸出は増加傾向だが、OEMは商品によ
って浮き沈みが大きく全体の売上は91.6%と
不調。

●食料品（菓子）／原材料が高騰しているが、販
売価格に転嫁できないため経営は厳しい。

●繊維･同製品（織物）／ネクタイ、裏地、傘地と
もに厳しい状況。これまで好調だったインテリ
アにも受注に陰りが出てきた。

●繊維･同製品（アパレル）／業況はよくない。
●窯業・土石（山採石）／平成28年3月に入り、

骨材関係の年度末需要は山梨経済始まって
以来の悪化ととらえている。

●鉄鋼・金属⑴／横ばい状態から悪化、当分の
間円高が推移する予想で生産調整が続くと予
測。

●鉄鋼・金属⑵／悪い状況が続いている。年々、
悪化傾向。

●一般機器／国内の景気は円高・株安と世界
経済の低迷により、厳しい状況が続いている。
半導体関係は動きが見え始めたが、輸出関
係、内需ともに低迷しており先行きが不透明。
景気回復は望めない状況。

●電気機器／中国経済の悪化により東南アジ
アやヨーロッパをはじめ海外経済が悪化傾向。

●宝飾（貴金属）／受注状況が若干良くなってき
た感がある。

■非製造業
●卸売（紙製品）／中国の景気減退の影響はあ
るが、国内の需要が増加しており業者間の仕
入競争が激化しているため収益は悪化。また、
県外資本の企業進出もあり業況は厳しい。

●小売（青果）／天候不順により市場の入荷量
の減少や販売価格が高騰、大型店舗の乱売り
等により売上は減少。

●小売（食肉）／高値安定が続いている。今後、
国産牛は昨年度以上に高騰する見込み。

●小売（電機製品）／大型量販店は好調だが、
地域小売店はテレビや太陽光発電等の受注
減により前年同月比マイナス15%。

●小売（事務機文具）／顧客からの値引き依頼
が多発しており、対応ができなければ受注に繋
がらない悪循環になっている。

●小売（石油）／原油価格の上昇に伴い卸価格
も上昇しているが、販売価格に転嫁できない
状況。

●商店街／消費者マインドが、さらに落ち込んで
いる。

●不動産取引／宅地購入希望者が増加傾向に
ある。賃貸物件の動きは一段落した。

●宿泊業／春節以降も中国人観光客は順調に
推移しているが、人材不足が続いている。

●一般廃棄物処理／少子高齢化や業態の変化
によるコストアップのため、これまでの条件での
取引は困難になってきている。

●警備業／公共工事の受注量の減少と契約条

件の強化により完成期日及び工作物の完成
検査引き渡し条件が厳しく工期の圧縮などに
よる警備期間も圧縮されたため、3月末は多忙
を極めた。

●建設業（総合）／3月の県内公共工事動向は、
前年同月に比べ件数で26%、請負金額で
56%増加。3月までの累計では、件数8%、請負
金額10%減少しており、今年度は公共工事の
減少が明らかとなった。

●建設業（住宅関連）／新築工事の受注が減
少。

●建設業（鉄構）／県外物件の依存度が高く、県
内の動きは少ない。3月度に入り若干見積り件
数が増加傾向。

●設備工事（電気工事）／公共工事は例年に比
べ落ち込んだ。民間工事もないため、このまま
だと県内の事業者が淘汰されていく。

●設備工事（管設備）／アパート等の賃貸物件
の増加により売上は増加。経営者の高齢化が
進み、後継者がいないため廃業する組合員が
出てきている。

●運輸（タクシー）／売上は、前年同月比約7%
増加。

●運輸（バス）／運行単価が値上がりした分、仕
事量、稼働率が減少した感がある。しかし、運
賃の改正や燃料の値下がりにより利益率は上
昇。

●運輸（トラック）／ドライバー不足が深刻化。

金長特殊製紙株式会社　代表取締役社長
（市川和紙工業協同組合　理事長）


